
-1- 

令和４年第４回上毛町議会定例会会議録 

（１日目） 

招集の場所  上毛町議会議場 

開閉会日時及び宣言 

令和４年１１月２９日 午前１０時００分 

─────────────────────────────── 

○応招（不応招）議員及び出席並びに欠席議員 

出席議員（１１名） 

 １番 髙西正人  ３番 岩花寛之  ４番 田中唯登志  ５番 廣﨑誠治 

 ６番 宮本理一郎  ７番 峯 新一  ８番 三田敏和  ９番 安元慶彦 

 １０番 茂呂孝志 １１番 荒牧弘敏 １２番 宮崎昌宗 

欠席議員（１名） 

 ２番 友岡みどり 

─────────────────────────────── 

○地方自治法第１２１条の規定による説明のため出席した者の職氏名 

 町長 坪根秀介・ 副町長 岡﨑 浩・ 教育長 道免 隆 

 会計管理者 堀 三好・ 総務課長 宮吉保男・ 企画開発課長 熊谷豊司 

 税務課長 堀田京介・ 住民課長 円入忠義・ 長寿福祉課長 園田秀秋 

 子ども未来課長 末永浩一・ 産業振興課長 垂水勇治・ 建設課長 堀 綾一 

 教務課長 村上英之・ 総務係長 末吉孝幸 

─────────────────────────────── 

○職務のため本会議に出席した者の職氏名 

 議会事務局長  野添雄二 

 議会事務局   宮野英治 
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○議事日程 

令和４年第４回定例会議事日程（１日目） 

令和４年１１月２９日 午前１０時００分 開会 

日程第 １ 会議録署名議員の指名 

日程第 ２ 会期の決定 

日程第 ３ 諸般の報告 

日程第 ４ 同意第 ２号 上毛町教育委員会委員の任命について 

日程第 ５ 議案第４３号 専決処分の承認を求めることについて（令和４年度上毛

町一般会計補正予算（第３号）） 

日程第 ６ 議案第４４号 上毛町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正す

る条例について 

日程第 ７ 議案第４５号 令和４年度上毛町一般会計補正予算（第４号） 

日程第 ８ 議案第４６号 令和４年度上毛町国民健康保険特別会計補正予算（第２

号） 

日程第 ９ 議案第４７号 令和４年度上毛町後期高齢者医療特別会計補正予算（第

２号） 

日程第１０ 議案第４８号 令和４年度上毛町農業集落排水事業特別会計補正予算

（第２号） 

日程第１１ 議案第４９号 令和４年度上毛町簡易水道事業特別会計補正予算（第２

号） 

日程第１２ 議案第５０号 上毛町職員の定年等に関する条例の一部を改正する等の

条例について 

日程第１３ 議案第５１号 上毛町職員の降給に関する条例の制定について 

日程第１４ 議案第５２号 上毛町田舎暮らし研究交流サロン条例を廃止する条例に

ついて 

日程第１５ 議案第５３号 上毛町税条例等の一部を改正する条例について 

日程第１６ 議案第５４号 上毛町農業集落排水事業の設置等に関する条例の制定に

ついて 

日程第１７ 議案第５５号 上毛町簡易水道事業の設置等に関する条例の制定につい

て 
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日程第１８ 議案第５６号 上毛町農業集落排水処理施設条例の一部を改正する等の

条例について 

日程第１９ 議案第５７号 指定管理者の指定について（上毛町大池公園有料施設等） 

日程第２０ 議案第５８号 指定管理者の指定について（上毛町立体育館等） 

日程第２１ 議案第５９号 令和４年度上毛町一般会計補正予算（第５号） 

日程第２２ 発議第 ５号 国民健康保険財政への国庫負担割合引上げを求める意見

書（案） 
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○委員会付託 

文教厚生常任委員会 

議案第５８号 指定管理者の指定について（上毛町立体育館等） 

発議第 ５号 国民健康保険財政への国庫負担割合引上げを求める意見書（案） 

 

総務産業建設常任委員会 

議案第５０号 上毛町職員の定年等に関する条例の一部を改正する等の条例につ

いて 

議案第５１号 上毛町職員の降給に関する条例の制定について 

議案第５２号 上毛町田舎暮らし研究交流サロン条例を廃止する条例について 

議案第５３号 上毛町税条例等の一部を改正する条例について 

議案第５４号 上毛町農業集落排水事業の設置等に関する条例の制定について 

議案第５５号 上毛町簡易水道事業の設置等に関する条例の制定について 

議案第５６号 上毛町農業集落排水処理施設条例の一部を改正する等の条例につ

いて 

議案第５７号 指定管理者の指定について（上毛町大池公園有料施設等） 

 

予算決算常任委員会 

議案第５９号 令和４年度上毛町一般会計補正予算（第５号） 
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○会 議 の 経 過 （１日目） 

                           開議 午前１０時００分 

○議長（宮崎昌宗君）皆さん、おはようございます。定刻になりました。御起立をお願

いします。 

 一礼して御着席願います。礼。 

 ただいまの出席議員は１１名で、定足数に達しています。 

 ２番 友岡議員より欠席届が提出されておりますので、報告します。 

 ただいまから、令和４年第４回上毛町議会定例会を開会します。 

 これから本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、運営資料を配付しておりますので、御覧ください。 

─────────────────────────────── 

○議長（宮崎昌宗君）日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 本定例会の会議録署名議員に、３番 岩花議員、４番 田中議員を指名します。 

─────────────────────────────── 

○議長（宮崎昌宗君）日程第２、会期の決定を議題とします。 

 議会運営委員長の報告を求めます。 

 安元委員長。 

○９番（安元慶彦君）皆さん、おはようございます。 

 議会運営委員会の報告をいたします。 

 議長から今期定例会の運営について諮問を受け、１１月２５日に議会運営委員会を

開催し、お手元に配付の会期日程（案）のとおり協議決定いたしましたので、報告し

ます。 

 １１月２９日火曜日は、本会議で議案の上程を行います。同意第２号から議案第４

９号までの８件については、審議、討論、採決を行うことと決定しました。 

 １１月３０日は休会とします。 

 １２月１日木曜日及び２日金曜日は、本会議で一般質問をします。 

 １日の質問者は４人で、２日の質問者は４人とします。 

 １２月３日、４日は休会とします。 

 １２月５日月曜日は、文教厚生常任委員会を開催し、終了後、予算決算常任委員会

を開催します。 
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 １２月６日火曜日は、総務産業建設常任委員会を開催することとします。 

 １２月７日、８日は休会とします。 

 １２月９日金曜日は、本会議で委員会付託案件の審査報告を受け、討論、採決を行

います。 

 以上、会期は本日から１２月９日までの１１日間とすることが適当であると決定し

ました。 

 なお、コロナ感染対策については従来どおり御留意をいただき、議会運営に御協力

くださいますようお願い申し上げ、議会運営委員会の報告とします。 

○議長（宮崎昌宗君）議会運営委員長の報告が終わりました。 

 お諮りします。本定例会の会期は、議会運営委員長の報告のとおり、本日から１２

月９日までの１１日間としたいと思いますが、これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（宮崎昌宗君）異議なしと認めます。したがって、本定例会の会期は、本日から

１２月９日までの１１日間とすることに決定しました。 

─────────────────────────────── 

○議長（宮崎昌宗君）日程第３、諸般の報告を行います。 

 本定例会に提出された議案は、町長から同意１件、専決処分１件、条例改正等８件、

補正予算６件、その他２件と、議員から意見書１件の合計１９案件であります。 

 次に、本定例会の会期日程を申し上げます。配付しております運営資料５ページを

御覧ください。 

 本日の会議では、町長提出案件の議案を一括上程し、町長からの提案理由の説明を

受け、総括質疑を行います。同意第２号及び議案第４３号から議案第４９号の８件に

ついては、本日、受理、審議、採決を行います。残りの１０件は後でお諮りし、所管

の常任委員会に審査を付託する予定です。 

 議員から提出された発議第５号については、議案を上程し、提出者の趣旨説明を受

け、質疑を行います。発議第５号についても後でお諮りし、所管の常任委員会に審査

を付託する予定です。 

 ここで皆様にお願いいたしますが、本日、受理、審議、採決を予定している議案に

対する質疑は、後の議案内容の説明の際に行っていただきますよう、御協力をお願い

します。 
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 １２月１日、２日に本会議を開催し、一般質問を行う予定です。１日の質問者は４

名、２日の質問者は４名を予定しています。 

 １２月５日に文教厚生常任委員会を開催し、文教厚生常任委員会終了後に予算決算

常任委員会を開催し、１２月６日に総務産業建設常任委員会を開催したいと思います。 

 １２月９日に本会議を開催し、各常任委員長から委員会付託案件の審査状況の報告

を受け、討論、採決を行います。 

 地方自治法第１２１条の規定に基づき、町長及び教育長に出席の要求をしましたと

ころ、お手元に配付の名簿のとおり説明員の出席報告がありましたので、これを許可

し、出席いただいております。 

 これで諸般の報告を終わります。 

─────────────────────────────── 

○議長（宮崎昌宗君）これから、議案の上程を行います。なお、議案の上程に際し、議

案名の朗読は省略します。 

 日程第４同意第２号、日程第５議案第４３号、日程第６議案第４４号、日程第７議

案第４５号、日程第８議案第４６号、日程第９議案第４７号、日程第１０議案第４８

号、日程第１１議案第４９号、日程第１２議案第５０号、日程第１３議案第５１号、

日程第１４議案第５２号、日程第１５議案第５３号、日程第１６議案第５４号、日程

第１７議案第５５号、日程第１８議案第５６号、日程第１９議案第５７号、日程第２

０議案第５８号、日程第２１議案第５９号、以上１８件を一括上程します。 

 提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（坪根秀介君）皆さん、おはようございます。 

 本日ここに令和４年第４回上毛町議会定例会を招集いたしましたところ、議員各位

には公私ともに御多用の中、万障お繰り合わせの上、御参集いただき、厚くお礼申し

上げます。 

 さて、２０２２年１０月末時点での企業の世界時価総額ランキング５０によります

と、１位アップル社２万４,３９４億ドルを筆頭に、米国企業が上位を占める中で、残

念ながら日本企業は、トヨタ自動車１社がやっと４４位に入るのみとなっています。

アジア諸国では、サウジアラビアの２位に続き、中国、台湾、韓国、インド等が頑張

っていて、いずれもトヨタより上位にランクインしています。 
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 御承知のように、時価総額は企業の価値と言われていますが、１９８９年の指標を

見ますと、ベスト５０で実に日本企業が３２社を占めており、１位から５位までを独

占していました。古きよき時代といえばそれまででありますが、私は政治に関わる者

として、この状況を見過ごすわけにはいかないと思っています。ただでさえ、少子高

齢化や円安が続く中、大人が諦めてしまえば、子供たちに誰が夢や希望を与えるので

しょうか。 

 そもそも国は、官から民へ小さな政府を目指すといって平成の大合併を進めてきた

わけですが、その後、企業は力を失い、子供たちは夢を失ってしまっているのではな

いか。私は、今こそ地方が、市町村が立ち上がるときだと思います。小さな町ででき

ることはたかが知れているかもしれませんが、華夷弁別の精神で、自分が住んでいる

田舎に誇りを持って励めば、松下村塾のような令和のモデルはできるであろうと考え

ております。 

 この発表直後の１１月１４日、我が国に吉報が届きました。それは、日本の高校生、

川崎レナさん（１７歳）が、日本人初となる国際子ども平和賞を受賞したというニュ

ースでありました。ノーベル平和賞受賞者から送られるこの賞の歴代受賞者には、パ

キスタンのマララ・ユスフザイさん、スウェーデンのグレタ・トゥーンベリさん等々、

そうそうたる顔ぶれであります。 

 川崎さんの会見を御覧になられた方もいらっしゃるとは思いますが、スピーチの一

部を御紹介いたします。 

 私がこの活動を始めたきっかけは、悔しさでした。変わりそうにない日本、自分の

生まれた国日本を誇りに思えないことに、とてつもない悔しさを感じました。私たち

日本の若者は政治離れの世代だと言われていますが、日本の若者は政治に興味がない

のではなく、政治を信頼する理由、投票する理由が今はまだ見つからないことが多い

のです。差別発言、議会中の居眠りなどを繰り返す様子が日々放送されています。こ

のようなことをする政治家の皆さんばかりではないのは分かっています。市民の声を

最初から聞いてくれないように見える今の日本の政治に、誰が協力しようとするので

しょうか。放送されているような政治家の皆さんばかりだと日本は変わることはない

でしょう。けれども、３９歳の市長が、居眠りする議員に向かい、「恥を知れ」と叫ん

だとき、日本はまだ変われる。私はそう思うことができました。政治家として議会で

寝ないのが普通のことのはずです。政党や思想関係なく、その普通を取り戻してくれ
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る大人たちがいる限り、日本は私が誇れる国になれるはずです。政治家の皆さん、私

の発言は実現性がないでしょうか。理想過ぎるでしょうか。私たち若者は、見るはず

ではなかった、つらい、悔しい日本の現実を見てきています。それでも、理想や希望

をまだ持っています。政治家になる前に、格好いい大人になってください。私たちに、

子供らしく夢を持たせてください。私たち日本の子供は、みんなが理想とする格好い

い日本になってくれるのをずっと待っています。私たちはいつまで待てばいいのでし

ょうか。 

 あまりにもふがいのない我が国の政治に一石を投じたこのスピーチは、政治に関わ

る者にとって耳の痛い話かもしれませんし、もっと言えば、日本の政治のみならず、

全ての大人たちに向けて活を入れられた思いです。私たちはこのことを、次世代を担

う子供たちからのエールであると真摯に受け止め、一刻も早くその期待に応えてあげ

なければならないと感じたところです。 

 今、当町では九州一輝く町に向けて、志を高く持ち、夢の実現にチャレンジしてい

ます。日本を代表する建築家による体育館の完成は間近ですが、それに伴う優良なシ

ンボルロードや住宅地の整備計画、そして、スーパーの進出も間もなく決定するでし

ょう。大池公園もブラッシュアップが進み、徐々に力のある民間が手を挙げつつあり

ます。サテライトオフィスは農林業のブランディングやＤＸに期待ができます。上毛

のイメージ、そして、子供たちが希望や夢を持つ大きな未来が想像できる場所へ、ベ

ールを脱ぐそのときは、もうすぐそこまで来ています。そして、これからも皆様方に

夢を届けてまいります。御期待いただきたいと存じます。 

 なお、議員の皆さんはこの１２月が任期中最後の定例会となります。２月の改選に

向けて準備も大変だろうと思いますが、引き続き現職１２名全員がここに戻っていた

だき、そして、次世代を担う若者たちに夢や希望を与えられる格好いい政治を行い、

共に格好いい上毛町をつくっていただきますようお願いいたしたいと存じます。 

 それでは、これより提案理由の説明を申し上げます。 

 今議会に提出しております案件は、人事案件１件、専決処分１件、条例改正等８件、

補正予算６件、その他２件の計１８案件であります。順次、御説明をいたします。 

 同意第２号、上毛町教育委員会委員の任命についてでありますが、教育委員会委員

１名の方の４年間の任期が令和４年１２月１１日で満了することに伴い、人格が高潔

で、教育に関し高い識見を有する木藤礼子氏を引き続き任命いたしたく、地方教育行
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政の組織及び運営に関する法律第４条第２項の規定により、議会の同意を求めるもの

であります。 

 議案第４３号、専決処分の承認を求めることについて、令和４年度上毛町一般会計

補正予算（第３号）でありますが、先般の第３回議会定例会においてお願いをいたし

ました、電気・ガス・食料品等の価格高騰による負担増を踏まえ、特に家計への影響

が大きい低所得者に対して１世帯５万円を給付する電力・ガス・食品等の価格高騰緊

急支援給付金事業、オミクロン株対応２価ワクチンの接種開始に伴い、対象者への集

団接種を行う新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業及び台風１４号により被

災した施設等の災害復旧事業の関係経費１億２１７万２,０００円について、令和４

年１０月１１日付で専決処分いたしましたので、地方自治法第１７９条第１項の規定

により、これを報告し承認を求めるものであります。 

 議案第４４号、上毛町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例につ

いてでありますが、令和４年人事院勧告に伴う一般職の職員の給与に関する法律等の

一部を改正する法律が１１月１１日に可決、成立いたしましたので、本町の一般職の

職員給与について、人事院勧告に準じて所要の改正を行う必要があるため、地方自治

法第９６条第１項第１号の規定により議会の議決を求めるものであります。 

 議案第４５号、令和４年度上毛町一般会計補正予算（第４号）についてであります

が、議案第４４号で御説明いたしました給与改定等に伴う職員の人件費の補正、また、

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金における、電力・ガス・食料品等

価格高騰重点支援地方交付金を活用し、家庭におけるエネルギー費用負担を軽減する

ため、省エネ性能の高いエアコン、冷蔵庫等への買換えなどの支援を行うため、省エ

ネ家電製品買換え助成事業関係経費１,５１３万４,０００円を増額計上するものであ

ります。 

 議案第４６号、令和４年度上毛町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）、議案第

４７号、令和４年度上毛町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）、議案第４８号

令和４年度上毛町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）、議案第４９号、令和

４年度上毛町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）の各特別会計補正予算につき

ましては、議案第４４号で御説明いたしました職員の給与改定等に伴い、それぞれの

会計の職員の給与の補正予算を計上するものであります。 

 議案第５０号、上毛町職員の定年等に関する条例の一部を改正する等の条例につい
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て及び議案第５１号、上毛町職員の降給に関する条例の制定についてでありますが、

地方公務員法の一部を改正する法律が令和５年４月１日から施行されることに伴い、

本町職員の定年延長について関連する条例を改正、また制定する必要があるため、地

方自治法第９６条第１項第１号の規定により議会の議決を求めるものであります。 

 議案第５２号、上毛町田舎暮らし研究交流サロン条例を廃止する条例についてであ

りますが、令和５年３月３１日をもって上毛町田舎暮らし研究交流サロンを廃止する

ことに伴い本条例を廃止する必要があるため、地方自治法第９６条第１項第１号の規

定により議会の議決を求めるものであります。 

 議案第５３号、上毛町税条例等の一部を改正する条例についてでありますが、共通

納税サービスの拡充等により、町の債権に係る督促手数料を廃止することに伴い、関

係条例を改正する必要があるため、地方自治法第９６条第１項第１号の規定により議

会の議決を求めるものであります。 

 議案第５４号、上毛町農業集落排水事業の設置等に関する条例の制定について、議

案第５５号、上毛町簡易水道事業の設置等に関する条例の制定について、議案第５６

号、上毛町農業集落排水処理施設条例の一部を改正する等の条例についてであります

が、上毛町農業集落排水事業及び上毛町簡易水道事業に、地方公営企業法第２条第２

項に規定する財務規定等を適用することに伴い、関係条例の整備が必要であるため、

地方自治法第９６条第１項第１号の規定により議会の議決を求めるものであります。 

 議案第５７号、指定管理者の指定について（上毛町大池公園有料施設等）でありま

すが、大池公園有料施設等の指定管理者として、引き続き有限会社エイトを指定する

ため、上毛町公の施設に関わる指定管理者の指定の手続き等に関する条例第５条の規

定により議会の議決を求めるものであります。 

 議案第５８号、指定管理者の指定について（上毛町立体育館等）でありますが、上

毛町立体育館等の指定管理者として、シンコースポーツ・日本管財グループを指定す

るため、上毛町公の施設に関わる指定管理者の指定の手続き等に関する条例第５条の

規定により議会の議決を求めるものであります。 

 議案第５９号、令和４年度上毛町一般会計補正予算（第５号）でありますが、今回

の補正額は５,７０１万７,０００円を増額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ６３億

２,１７１万６,０００円とするものであります。 

 今回の補正予算では、繰越明許費において、戸籍法改正に伴う戸籍システム改修委
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託事業、町道２路線の新設改良事業、新体育館備品購入事業の計３件をお願いしてお

ります。 

 債務負担行為補正では、令和４年度から令和９年度までの町立保育所、小中学校の

給食調理業務委託料及び健康管理システム機器更新に伴い、令和５年度から令和９年

度までの機器リース料の債務負担行為を追加しています。 

 歳出の主なものといたしまして、総務費では、一般管理費において、新型コロナウ

イルス感染症対応地方創生臨時交付金における、電力・ガス・食料品等価格高騰重点

支援地方交付金を活用し、町内世帯に対し食料品を支給することで家計負担を軽減し

消費の下支えを行うことを目的に実施する、食料品価格等物価高騰生活者支援事業の

ための関係経費等を、選挙費において、福岡県議会議員選挙の告示が令和５年３月３

１日と決定しましたので、令和４年度分の選挙執行経費を計上しています。 

 民生費の社会福祉総務費では、県が実施する物価高騰支援の対象外となる町内の介

護サービス事業所へ、町がコロナ給付金交付金を活用し、同様の支援を行うための経

費を、児童福祉総務費では、令和３年度県交付金等実績確定に伴う返還経費を、児童

措置費では、町内私立保育所の光熱費高騰に対して、コロナ交付金を活用し、県と町

がそれぞれ２分の１を支援するための経費及び令和３年度県負担金等の実績確定に伴

う返還経費を計上しています。 

 衛生費の保健衛生総務費では、母子手帳交付者の増加に伴う妊婦健康検査委託料、

健康管理システム更新に伴う関係経費を、新型コロナウイルス感染症対策費では、来

年１月から３月までに実施するワクチン集団接種のための経費を計上しています。 

 農林水産業費では農地費において、宇野松本地区水路改修工事において地元から事

業量増の要望があり、今回県補助金等財源のめどがつきましたので、工事請負費等を

増額計上しています。地籍調査費では、筆界未定解消等に伴う測量補正業務関係経費

を計上しています。 

 土木費では、道路橋梁総務費において、大迫トンネル照明電気料を増額計上してお

ります。 

 最後に、教育費では、文化財保護費において、歴史民俗資料館自動ドア修繕のため

の経費を計上しています。 

 今回の主な補正財源といたしましては、特定財源として、分担金及び負担金では、

事業費増額に伴う宇野松本地区農村環境整備事業受益者負担金３５万円を増額計上し



-13- 

ております。 

 国庫支出金では、新型コロナウイルスワクチン接種対策費負担金４２０万円、新型

コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金２,５６３万６,０００円等の合計３,

０５１万４,０００円を増額計上しています。 

 県支出金では、農村環境整備事業費補助金１４０万円、県議会議員選挙委託金９０

万円等の合計２５７万円を増額計上しております。 

 一般財源としては、普通交付税を２,３５８万３,０００円計上しております。 

 以上、概略を御説明申し上げましたが、いずれも重要な案件でございますので、慎

重に御審議をいただき、御同意、御承認、また御可決くださいますようお願い申し上

げまして、提案理由の説明を終わります。 

 どうぞよろしくお願いします。 

○議長（宮崎昌宗君）提案理由の説明が終わりました。 

 これから提案理由に対する総括質疑を行います。 

 前にも述べましたが、本日審議する案件に対する質疑は、後の議案内容の説明の際

に行っていただくよう御協力をお願いします。 

 提案理由に対する総括質疑はありませんか。 

 三田議員。 

○８番（三田敏和君）先ほど町長は提案理由の説明の中で、コロナ、物価高等による支

援等、直近の手厚い施策を出していただきました。本当に敬意を表します。 

 しかしながら、昨日、国から発表された出生率を見ると、昨年の出生数よりももっ

と少ない途中経過が出ております。上毛町の現在の出生率はどのくらいなのか。人口

１万人を目指す当町として、もちろん伴走型の支援がとても大事じゃないかなという

ふうに現在思っております。そういう中で、上毛町への移住定住はもちろんですが、

上毛町の今の方々が子供を産み育てられる環境を、伴走型の支援としてもっともっと

やるべきではないか。他の事例も踏まえて、支援等の見直し等も含めて、その辺が必

要ではないかなというふうに考えております。その辺の今の現在の町長のお考えをお

聞きします。 

○議長（宮崎昌宗君）ちょっと一般質問的じゃないですか。総括質疑なんで。いいです

か。 

○８番（三田敏和君）いやいや、全体の質疑です。 
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○議長（宮崎昌宗君）町長、どうぞ。 

○町長（坪根秀介君）そういった少子高齢化に伴い、日本中、ほぼほぼ人口減少につな

がっているということで、先ほど私がお話を申し上げた中に、やはり子供たちが夢を

持てないとか、そういったことも含めて総合的に判断するべきだと思っています。子

供たちに向けてのそういった手厚い補助というのは、うちは他所よりは出していると

思いますし、そこはこれからいろんなものができてきますので。 

 私はやはり一番は教育だと思っていますから、そういった教育で背中を見せる。議

員もそうです、執行部もそうです。とにかく大人がいい背中を見せて、子供たちに夢

を与えなければ、人口は増えないと私は思っています。ですから、そういう意味で、

そういった今まで積み重ねてきたことが徐々に花を開いてきていると思いますので、

今後しっかり見ていただきたいなというふうに思います。 

○議長（宮崎昌宗君）三田議員。 

○８番（三田敏和君）ということは、今後も含めて移住定住をもちろん増やすというこ

とが大前提であると、施策はもちろんそこが中心であるということで変わりないとい

うことでよろしいですか。 

○議長（宮崎昌宗君）町長。 

○町長（坪根秀介君）もちろんそのように考えていますし、まだ結果を出してないとい

うことに対して、足りない部分というのはしっかり我々も分析しているつもりであり

ますので、その辺を修正して、今後数年で変わってくるだろうというふうに考えてい

ます。 

○議長（宮崎昌宗君）ほかに質疑はございますか。 

 茂呂議員。 

○１０番（茂呂孝志君）議案第４３号のところですが、今年から来年にかけて新型コロ

ナウイルス、それからインフルエンザが大流行するということが予想されています。

特別にこの新型コロナウイルス、それからインフルエンザについて予防対策なんか考

えておられますか。 

○議長（宮崎昌宗君）茂呂議員、先ほど議案第４３号と言われましたですね。議案第４

３号は本日審議、採決しますので、その際にお願いいたします。すみません。 

 いいですか、以上で。 

（「質疑なし」という声あり） 
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○議長（宮崎昌宗君）それでは、質疑を終わります。 

─────────────────────────────── 

○議長（宮崎昌宗君）これから議員提出議案を上程します。なお、議案の上程に際し、

議案名の朗読は省略します。 

 日程第２２、発議第５号、以上１件を上程します。 

 日程第２２、発議第５号、国民健康保険財政への国庫負担割合引上げを求める意見

書（案）を議題とします。 

 提出者に趣旨説明を求めます。 

 宮本議員。 

○６番（宮本理一郎君）皆さん、おはようございます。 

 議員発議ということで、私から御説明申し上げます。 

 国民健康保険財政への国庫負担割合引上げを求める意見書（案）。 

 国民健康保険制度は、国民皆保険を支える重要な基盤としての役割を担っておりま

すが、被保険者の年齢構成が高いことなどにより、医療費が高水準である一方、所得

水準の低い被保険者が多いことから、保険料負担率が高くなっているという構造的な

問題を抱えており、被保険者は重い負担に苦しんでいる状況でございます。 

 こうした問題は、都道府県が国民健康保険の財政運営主体となっても何ら解決でき

るものではなく、打開には国による公費導入が必要であり、全国知事会、全国市長会、

全国町村会など地方６団体、国民健康保険団体連合会も、被用者保険との保険料負担

の格差を縮小するような抜本的な財政基盤の強化が必要であるとし、国に対し１兆円

規模の公費投入を求めているのでございます。 

 また、国民健康保険において、世帯の被保険者数に応じて賦課される均等割は、被

用者保険と比較して、多子世帯を中心に保険料負担が重くなっている大きな要因であ

り、こうした仕組みは子育て支援に逆行するものでございます。 

 よって、本町議会は、国会及び政府に対して、今後医療費の増大が見込まれる中、

被保険者に過度な負担を負わせることなく、国民健康保険を将来にわたって持続可能

な制度として維持するため、１兆円規模の公費投入による財政基盤の強化に加え、均

等割の撤廃を行い、国民健康保険税の負担を軽減するよう強く要請するものでござい

ます。 

 上毛町議会。 
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 以上でございます。 

○議長（宮崎昌宗君）ありがとうございました。趣旨説明が終わりました。 

 趣旨説明に対する質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「質疑なし」という声あり） 

○議長（宮崎昌宗君）質疑なしと認め、提出者の趣旨説明に対する質疑を終わります。 

─────────────────────────────── 

○議長（宮崎昌宗君）これから、本日採決する議案の審議を行います。 

 日程第４、同意第２号、上毛町教育委員会委員の任命についてを議題とします。 

 議案内容の説明を求めます。 

 総務課長。 

○総務課長（宮吉保男君）それでは私から、同意第２号について御説明をいたします。 

 同意第２号、上毛町教育委員会委員の任命について。 

 上毛町教育委員会委員に次の者を任命する。 

 令和４年１１月２９日提出。上毛町長、坪根秀介。 

 氏名、木藤礼子、生年月日、昭和２５年１１月２７日生まれ、住所、上毛町大字成

恒６８８番地１２。 

 理由でございます。上毛町教育委員会委員として任命することについて、地方教育

行政の組織及び運営に関する法律第４条第２項の規定により、議会の同意を求めるも

のでございます。 

 次のページに、木藤氏の履歴書を添付しておりますので御参照いただければと思い

ます。 

 なお、木藤氏につきましては再任となります。 

 任期につきましては、令和４年１２月１２日から令和８年１２月１１日までの４年

間となっております。 

 説明は以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（宮崎昌宗君）説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 宮本議員。 

○６番（宮本理一郎君）私は人事案件についていつも申し上げるんですが、任期が来た

から留任、これを議会で賛同してくださいというこの提出の仕方、これは問題ないと



-17- 

思うんですが、この書式ですね。この方は人物、識見は立派であるというのはこの経

歴から見れば分かるんでございますが、この任期中にどういったお仕事に携わり取り

組まれ、そして実績が上げられたかというようなことをここに書いていただければ、

我々がこれを判断する材料になるんですが、過去この形をずっと踏襲していると思い

ます。これが出されて我々にこの人の留任を認めてくれという、非常に判断材料が少

ないというか、これで判断しろというところは、日本全国でこういった書式は統一さ

れていると思いますが、本町で改善できるような部分があれば改善したらどうでしょ

うかと思うんですが、いかがですか。 

○議長（宮崎昌宗君）総務課長。 

○総務課長（宮吉保男君）人事案件の書式につきましては従前より、うちの町で統一し

たものを使用させていただいております。御同意をお願いする各種委員さんにつきま

しては、それぞれ熱心に活動いただいているということは、もう私どもも十分把握は

しているんですが、お願いする役職に応じて、成果といいますか、そういうものがは

っきり現れる役職というのが少のうございます。宮本議員さんでいえば監査委員をお

願いしております。月例監査をお願いし、決算監査をお願いしということで、定例的

な会議、そういったお願いする職務を遂行していただくということが主な役割になろ

うかと思いますので、委員さんに関して特に成果が現れると、業務というか町の施策

に対して明確に成果が現れるというのはなかなか役職柄難しいのではないかなという

ふうに考えております。 

 こういう形の御同意をお願いする場合に、どういう活動をされているんですかとい

うことは質疑の中でお尋ねいただければというふうに思っております。 

○議長（宮崎昌宗君）よろしいですか、宮本議員、以上で。宮本議員、いいですか。 

 宮本議員。 

○６番（宮本理一郎君）成果が出しにくい、評価しにくい仕事であるということは分か

ります。だけども、それ以上に我々はこの方の人物、識見をこの経歴から、これだけ

で判断してください、この人は立派な方ですから留任してくださいという理由には当

たらないと思うんですが。仕事をしている以上は、どういう内容の仕事をして、どう

いう会議に出たというような簡単な書式でも結構ですから、ここに書いていただけれ

ば。せめて３年、４年の任期期間があると思いますから、本町で許される範囲内で、

我々にこの方を推薦する内容として、分かりやすいような経歴を議会に提出してくれ
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れば、我々議員側としても判断しやすいんじゃないかというふうに思うんです。どう

でしょうか。 

○議長（宮崎昌宗君）安元議員。 

○９番（安元慶彦君）今の宮本議員の質問は、ちょっと私としては行き過ぎかなと、そ

んな感じがしております。といいますのが、教育委員会は合議制ですから、その中で

１人だけが飛び抜けて上毛町教育行政のことをやったということはできないわけです

から。あとは私的に何か塾を持っているとか何とかあるかもしれませんけど、そうい

うところまで我々がこの同意案件の中で承知することは私はないだろうというふうに

思っておりますから。私はそういう見解を取ります。 

○議長（宮崎昌宗君）御意見ということで。 

 宮本議員、答弁としては、要するに書類の在り方ということですね。本人の内容は

置いておいて、そういうもう少し背景が分かるようなことを出していれば、より分か

るというのが宮本議員の御意見ですね。 

○６番（宮本理一郎君）教育委員がみんな集まってどういう話合いをしたとか、コロナ

の関係で、あるいは学校の休校の関係、臨時休校の関係で、そういう会議もやりまし

たよというと余計分かりやすいです。私は単純に、複雑なことは言っておりません。

判断材料になるようなことがあれば、我々も留任に同意しやすくなるんじゃないかと、

そういうことでございます。 

○議長（宮崎昌宗君）先ほど総務課長の答弁にありますように、その都度質疑で聞いて

いただければということでありましたので、聞かれますか。その内容を聞きたいとい

うことですね。 

 教育長。 

○教育長（道免 隆君）それでは、私のほうから、委員のこれまでの実績というものを

少しお話をさせていただきます。 

 御承知のとおり、教育委員には教育行政の意思決定を行う、あるいは我々教育委員

会事務局のチェックを行うという重要な責務を有しておるというふうに認識しており

ます。そういった意味で、とりわけ学校教育分野につきましては、木藤委員はこれま

で学校長の経験をしております。学校運営上の様々な課題解決のための様々な方策等

を御承知している方でございます。 

 そういった委員が、これまで各学校を教育委員会が学校訪問して、それぞれの学校
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の教育課題、あるいは経営課題解決のために学校長がどのような取組をしているかと

いうところを披瀝し、それに対していろんな意見等を述べる場がございます。そうい

った場においては、これまでの経験から木藤委員につきましては非常に的確なアドバ

イスをこれまで任期中にしていただいております。 

 あわせて、教育委員会は、定例、臨時を含めて、これまで特に今議員おっしゃった

コロナ対策等については、この数年、臨時会を相当数持ちました。そういった中で、

学校のコロナ対策、そして、いわゆる臨時休校の判断等、様々な教育委員会としての

決定事項を行うときに、やはり学校の実態を知っている木藤委員ということで、そう

いった場でも貴重な御意見をいただいております。 

 それ以外にもやはり住民の民意を反映する、そして教育行政を行うということが教

育委員会としても重要になりますけども、様々な住民の声、あるいは、木藤委員にお

かれましては、書道で各学校のボランティアとして学校に行って子供たちに担任と共

に書道を教えるというような活動もしていただいておりますが、そういったことも含

めて、大人あるいは子供たちの声というものを教育行政の重要事項の決定の折に御意

見をいただいております。 

 そういったことで、私としては余人に代えがたい大変貴重な方であるという認識で

ございます。 

 以上です。 

○議長（宮崎昌宗君）岩花議員。 

○３番（岩花寛之君）すみません、４点お伺いできたらと思っております。 

 今、この方のというところではなくて、教育委員会のほうで今現状で、年代、それ

から性別、経歴、それから町内、町外に住まわれているかどうか、その辺りの内容を

少しお伺いできたらというふうに思っております。 

 理由は、もちろん教育がやはり一番大切ということで町長も先ほど言われておりま

したけれども、その中で、教育のところで非常に専門性が必要だというふうなところ

も分かるんですけれども、一方で、その多様性ということ、それから年齢的なところ、

それからこれまでの教育とこれからの教育というところで、特にＧＩＧＡスクールが

始まってから随分今の現状の教育というのは変わってきているんじゃなかろうかとい

うふうに思います。そういったところの対応を今後町としてどういうふうにするかと

いうふうなところが、やはり教育委員会の非常にウエートが高くなるんじゃないかな
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と思います。そういった中で、そういうふうな今の現状の教育委員会の内訳というか

内容、その辺を少しお話しいただければと思います。 

○議長（宮崎昌宗君）教育長。 

○教育長（道免 隆君）それでは、本町の４名の教育委員の現状ということで、まず、

年代ですけども、６０代１名、７０代１名、４０代が２名ということでございます。 

 性別につきましては、男性２、女性２で同じ割合ですね。 

 それから、全て町内の在住の方でございます。 

 それから経歴につきましては、今申し上げた木藤委員については学校関係、それか

ら、民間の管理職経験者が１名、そして、あとは何ていいますか、町の会計年度任用

職員の方、そしてあと１名につきましては民間勤務の方というような経歴の方でござ

います。 

 以上です。 

○議長（宮崎昌宗君）以上でよろしいですかね、ほかに質疑は。 

（「質疑なし」という声あり） 

○議長（宮崎昌宗君）これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。反対討論ありませんか。 

（「討論なし」という声あり） 

○議長（宮崎昌宗君）賛成討論はありませんか。 

（「討論なし」という声あり） 

○議長（宮崎昌宗君）討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから本案を採決します。 

 本案を原案のとおり同意することに賛成の議員の起立を求めます。 

（全会一致） 

○議長（宮崎昌宗君）全会一致。したがって、同意第２号、上毛町教育委員会委員の任

命については、原案のとおり同意することに決しました。 

─────────────────────────────── 

○議長（宮崎昌宗君）日程第５、議案第４３号、専決処分の承認を求めることについて

（令和４年度上毛町一般会計補正予算（第３号））についてを議題とします。 

 議案内容の説明を求めます。 

 総務課長。 
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○総務課長（宮吉保男君）それでは、議案第４３号について御説明をいたします。 

 議案第４３号、専決処分の承認を求めることについて（令和４年度上毛町一般会計

補正予算（第３号））について、地方自治法第１７９条第１項の規定により別紙のとお

り専決処分したので、同法第３項の規定によりこれを報告し、承認を求める。 

 令和４年１１月２９日提出。上毛町長、坪根秀介。 

 理由でございます。 

 電力・ガス・食料品等の価格高騰による負担増を踏まえ、特に家計への影響が大き

い低所得者に対しまして１世帯５万円を給付する、電力・ガス・食料品等の価格高騰

緊急支援給付金事業、オミクロン株対応２価ワクチンの接種開始に伴い、対象者への

集団接種を行う、新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業及び台風１４号によ

り被災した施設等の災害復旧事業について早急に実施する必要が生じたため、関係経

費を令和４年１０月１１日付で専決処分により予算措置を行ったものでございます。 

 次のページに、専決第５号として専決処分書を添付しております。 

 次のページをお願いいたします。令和４年度上毛町一般会計補正予算（第３号）を

添付しております。 

 今回、専決による補正額につきましては、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

１億２１７万２,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を６２億５,２５７万円とし

たものでございます。 

 補正予算の内容ですが、予算書の９ページをお願いいたします。 

 ３款１項１目社会福祉総務費において、物価・賃金総合対策として、電力・ガス・

食料品等の価格高騰による負担増を踏まえ、特に家計への影響が大きい低所得世帯、

住民税の非課税世帯になりますが、１世帯当たり５万円を給付するための経費として

７,１５０万３,０００円を予算措置させていただいております。 

 本事業につきましては、電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金事業費補助

金７,０００万円及び電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金事業事務費補助金

１４０万円を特定財源として充当いたしております。 

 ４款１項５目新型コロナウイルス感染症対策費では、オミクロン株対応ワクチンの

配分見通しによりまして、主に１２歳から５９歳までの４回目ワクチン接種対象者約

３,５００人に係る５回分の集団接種等に係る経費につきまして、１,２８１万９,０

００円を増額補正いたしております。 
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 本事業につきましては、新型コロナウイルスワクチン接種対策費負担金２０１万９,

０００円及び新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業補助金１,０８０万円を

特定財源として充当いたしております。 

 １０款の災害復旧費では、本年９月１８日の台風１４号により被災いたしました農

地等に係る災害復旧経費１,７８５万円を増額補正いたしております。 

 本事業には、農地災害復旧事業分担金、負担率２０％になりますが、２１万円を特

定財源として充当いたしております。 

 今回の補正予算の財源ですが、各事業の説明で申し上げた特定財源及び一般財源と

しては普通交付税１,７７４万３,０００円を増額計上しております。 

 以上で議案第４３号の説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（宮崎昌宗君）説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

 茂呂議員。 

○１０番（茂呂孝志君）今年から来年にかけて、新型コロナウイルスと、それからイン

フルエンザが大流行するだろうと予想されていますが、新型コロナウイルスは対応し

ていますけれども、インフルエンザについては何も議論にならなかったのかお尋ねい

たします。 

○議長（宮崎昌宗君）総務課長。 

○総務課長（宮吉保男君）今回の専決については、急を要するということで事前にお願

いをした上でさせていただいたものでございます。 

 インフルエンザにつきましては、本町ではもう既に全世代に対して支援制度が整っ

ておりますので、その制度を活用いただければというふうに思っております。私の年

代でいけば、４,０００円を払った場合に２,０００円の補助金が給付されるという制

度はもうここ数年継続してやっておりますので、一定の条件は整っているというふう

に考えております。 

○議長（宮崎昌宗君）ほかに質疑はよろしいですか。 

 安元議員。 

○９番（安元慶彦君）この件については急ぐということで、専決処分はやむを得ないと

いうことで我々も承知をしてきたんですけれども、ここに予算措置しておりますが、

現在この事務に対する進捗状況はどの辺まで行っていますか。 
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○議長（宮崎昌宗君）長寿福祉課長。 

○長寿福祉課長（園田秀秋君）まず、電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金に

ついてですが、現在までの進捗状況といたしまして、１１月２８日現在、確認書の受

付、７５９世帯を受け付けております。確認書の郵送件数が９４０件ですので、８０.

７％の進捗となっております。 

 給付金の支払いについても１１月１４日、並びに２５日に２回支払っておりまして、

６１８世帯、６５.７％の世帯に支給を終えております。 

 以上でございます。 

○議長（宮崎昌宗君）安元議員、いいですか、以上で。 

 どうぞ、岩花議員。 

○３番（岩花寛之君）すみません、土木施設の復旧費の関係なんですけれども、今回１,

５００万強の復旧費というところが計上されております。こちらはほとんどが一般財

源で、県とか国とかの予算処置というのはこれに関してはやはりないんでしょうか。 

○議長（宮崎昌宗君）建設課長。 

○建設課長（堀 綾一君）災害復旧におきましては、国、県の補助事業がございます。

災害の内容とか規模等で十分検討した結果、該当しない部分が多かったということと、

あと査定というものがございますので、構造等を考えた上で、補助金を取ったほうが

有利になるのか、いや単費でしたほうが有利になるのかを十分検討した上で、検討し

た結果、全額単費という形で対応させていただいたという経緯がございます。 

○議長（宮崎昌宗君）以上でよろしいですか。 

 ほかに。 

 廣﨑議員。 

○５番（廣﨑誠治君）農地災害復旧の関係で資料を頂いていますけど、これ以外にも申

請があったところはないんでしょうかね。 

○議長（宮崎昌宗君）建設課長。 

○建設課長（堀 綾一君）建設課のほうで把握している部分については以上となってお

ります。 

○議長（宮崎昌宗君）廣﨑議員。 

○５番（廣﨑誠治君）私の地元のほうで水路で越流したところがあったんですけど、そ

れは該当しなかったんじゃないかなと思いますけど、その辺もあったんじゃないです
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かね。 

○議長（宮崎昌宗君）建設課長。 

○建設課長（堀 綾一君）報告件数につきましてはいろいろございましたけれど、災害

として適用されるべきかどうかという判断をさせていただいた上で、個人でやってい

ただく部分等がございました。そういったところで、今回資料でお配りしていた部分

が災害復旧事業として適用される分というふうに判断していただければと思っており

ます。 

○議長（宮崎昌宗君）廣﨑議員、３回目です。 

○５番（廣﨑誠治君）あと、２１万円の賦課金が出ていますけど、これの理由というの

はどういうことでしょうか。 

○議長（宮崎昌宗君）建設課長。 

○建設課長（堀 綾一君）農地災害復旧事業につきましては受益者負担分を徴収するこ

ととなっておりますので、その分が２１万円ということでございます。 

○議長（宮崎昌宗君）ほかにございますか。いいですかね。 

（「質疑なし」という声あり） 

○議長（宮崎昌宗君）これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 反対討論はありませんか。 

（「討論なし」という声あり） 

○議長（宮崎昌宗君）賛成討論ありませんか。 

 宮本議員。 

○６番（宮本理一郎君）私は、議案に賛成の立場から討論いたします。 

 国内情勢、社会環境及び災害時の諸事情を即座に考慮、判断し、住民や地域に対し

ての適切、タイムリーな対策を講じていることは、行政執行部の了とするところでご

ざいます。 

 よって、私は本議案に賛成するものであります。 

○議長（宮崎昌宗君）ほかに討論ございませんか。 

（「討論なし」という声あり） 

○議長（宮崎昌宗君）これで討論を終わります。 

 これから本案を採決します。 
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 本案を原案のとおり承認することに賛成の議員の起立を求めます。 

（全会一致） 

○議長（宮崎昌宗君）全会一致。したがって、議案第４３号、専決処分の承認を求める

ことについて（令和４年度上毛町一般会計補正予算（第３号））は、原案のとおり承認

することに決しました。 

─────────────────────────────── 

○議長（宮崎昌宗君）日程第６、議案第４４号、上毛町一般職の職員の給与に関する条

例の一部を改正する条例についてを議題とします。 

 議案内容の説明を求めます。 

 総務課長。 

○総務課長（宮吉保男君）それでは、議案第４４号について御説明をいたします。 

 議案第４４号、上毛町一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例に

ついて。 

 上毛町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例案を別紙のとおり提

出する。 

 令和４年１１月２９日提出。上毛町長、坪根秀介。 

 理由でございますが、令和４年人事院勧告等に伴い、本町職員の給与に関しまして、

人事院勧告に準じて所要の改正を行う必要があるため、地方自治法第９６条第１項第

１号の規定により議会の議決を求めるものでございます。 

 議案書の１ページを御覧ください。 

 まず、第１条におきまして、再任用以外の職員につきましては０.１月、再任用職員

については０.０５月、それぞれ本年１２月支給の勤勉手当での支給月数引上げを行

っております。 

 また、国家公務員俸給表に準じまして、行政職給料表を若年層を中心に、平均で０.

３％の改定、引上げを行っております。 

 議案書の５ページをお願いいたします。 

 第２条におきまして、令和５年度以降、来年度以降の勤勉手当の支給月数を６月と

１２月で均等にするための改正を行っております。 

 同じく議案書５ページの附則において、第１条による改正は令和４年４月１日から

適用し、第２条による改正につきましては令和５年４月１日から施行するということ
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になっております。 

 また、会計年度任用職員につきましては、今回の改定は来年の５月、令和５年の４

月１日からの適用ということにしております。 

 また、附則の第２条におきまして、本町では令和２年度以降、現業職員が在職して

おりませんので、今後その同一の職に任用見込みもないということから、上毛町単純

な労務に雇用される職員の給与の種類及び基準に関する条例を今回、廃止することと

しております。 

 説明は以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（宮崎昌宗君）説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「質疑なし」という声あり） 

○議長（宮崎昌宗君）質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 反対討論はありませんか。 

（「討論なし」という声あり） 

○議長（宮崎昌宗君）賛成討論はありませんか。 

（「討論なし」という声あり） 

○議長（宮崎昌宗君）討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから本案を採決します。 

 本案を原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

（全会一致） 

○議長（宮崎昌宗君）全会一致。したがって、議案第４４号、上毛町一般職の職員の給

与に関する条例の一部を改正する条例については、原案のとおり可決することに決し

ました。 

 ここで暫時休憩いたします。再開は、あちらの時計で１１時１５分から再開いたし

ます。 

                           休憩 午前１１時０４分 

                           再開 午前１１時１５分 

○議長（宮崎昌宗君）休憩を解き、会議を再開いたします。 

─────────────────────────────── 
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○議長（宮崎昌宗君）日程第７、議案第４５号、令和４年度上毛町一般会計補正予算（第

４号）を議題とします。 

 議案内容の説明を求めます。 

 総務課長。 

○総務課長（宮吉保男君）それでは、議案第４５号につきまして御説明をいたします。 

 議案第４５号、令和４年度上毛町一般会計補正予算（第４号）。 

 令和４年度上毛町の一般会計補正予算（第４号）は、次に定めるところによる。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１,２１２万９,０００円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６２億６,４６９万９,０００円とする。 

 第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、第１表歳入歳出予算補正による。 

 令和４年１１月２９日提出。上毛町長、坪根秀介。 

 今回の補正予算の概要でございますが、主に先ほど御説明いたしました議案第４４

号に関連し、本町職員の給与を令和４年人事院勧告に準じて改定するためのものでご

ざいます。 

 ８ページ以降の各款全般にわたりまして、２節給料、３節職員手当等及びこの後、

各特別会計人件費についても補正をお願いしておりますので、各会計への繰出金をそ

れぞれ計上しております。 

 なお、今回の人件費補正の概要につきましては、１８ページ以降の給与費明細書に

も記載をしておりますが、給与改定による増額分が２０５万３,０００円、休職者等に

係る支給実績の精算による減額分がマイナス５７３万７,０００円となっております。 

 また、１３ページの４款１項４目環境衛生費では、先般の議会全員協議会において

御説明を申し上げました省エネ家電製品買換え助成事業関係経費といたしまして、１,

５１３万４,０００円を計上いたしております。 

 今回の歳入財源といたしましては、特定財源として新型コロナウイルス感染症対応

地方創生臨時交付金１,１００万円、一般財源といたしまして普通交付税を１１２万

９,０００円それぞれ増額しております。 

 以上、概略ではございますが、議案第４５号の説明を終わります。よろしくお願い

いたします。 

○議長（宮崎昌宗君）説明が終わりました。 
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 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 廣﨑議員。 

○５番（廣﨑誠治君）環境衛生費の省エネ家電の買換えの補助金なんですけど、１,５０

０万円で、７万円最高ですから２１４世帯分だと思います。これ、申請が多かった場

合、どう考えておりますか。 

○議長（宮崎昌宗君）住民課長。 

○住民課長（円入忠義君）チラシのほうでも御案内をしようと思っておりますが、予算

の範囲内ということで一応考えていますが、結果によって、ちょっと３月補正とかい

うのも財政のほうとかで協議はさせていただきたいというふうに思います。ただ、コ

ロナの交付金ですので総額は決まっているので、ちょっとどうなるかというのは定か

ではないということで御理解をいただければと思います。 

○議長（宮崎昌宗君）廣﨑議員。 

○５番（廣﨑誠治君）この際と言って、冷蔵庫とエアコン等を買い換える方がかなり出

るんじゃないかと私は思うんですけど、その場合は救済措置で３月補正でやっていた

だきたいと思います。 

○議長（宮崎昌宗君）答弁はよろしいですか。答弁はいいですか。 

 総務課長。 

○総務課長（宮吉保男君）先ほど住民課長も申し上げましたとおり、これはコロナの交

付金を活用した事業でございます。事業全体で交付金のやり繰りをしておりますので、

特にこの部分につきましては重点交付金ということで使途が限られた交付金を使って

います。その交付金の執行具合によりまして、場合によっては増額が可能なケースが

出てくると思っています。なかなかこの事業を単費で継ぎ足すというのは現実的には

ちょっと厳しいのかなというふうには思っております。 

○議長（宮崎昌宗君）ほかに質疑ございますか。 

 安元議員。 

○９番（安元慶彦君）この時期に金額の百万台とか何十万台という増減が出てくる。こ

れはどういう現象でこういうふうになるんですか。例えば、給料が百何十万余るとか、

住居手当はどうとかいう、特に大きな金額ね。この時期にこういう補正が出るという

ことはどういうあれになってるんですか。 

○議長（宮崎昌宗君）総務課長。 
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○総務課長（宮吉保男君）特に大きな金額につきましては、休職中の職員、育児休業、

病気休暇中の職員の給与につきまして支給がございませんので、その分を今回合わせ

て減額ということにしております。 

 あと、増減でよくあるケースとしては、子供が産まれて扶養手当が増額になる。あ

とは、アパートを借りたということで住居手当が一月当たり最高２万８,０００円ま

で出ますので、１人借りれば半年で１０万以上の増額ということになります。これは

もうその時点の申請でしか把握ができませんので、結果的にはこのタイミングでお願

いをしているということでございます。 

○議長（宮崎昌宗君）安元議員、以上でいいですか。 

 ほかに質疑ありますか。 

（「質疑なし」という声あり） 

○議長（宮崎昌宗君）これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 反対討論はありませんか。 

（「討論なし」という声あり） 

○議長（宮崎昌宗君）賛成討論はありませんか。 

（「討論なし」という声あり） 

○議長（宮崎昌宗君）討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから本案を採決します。 

 本案を原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

（全会一致） 

○議長（宮崎昌宗君）全会一致。したがって、議案第４５号、令和４年度上毛町一般会

計補正予算（第４号）は、原案のとおり可決することに決しました。 

─────────────────────────────── 

○議長（宮崎昌宗君）日程第８、議案第４６号、令和４年度上毛町国民健康保険特別会

計補正予算（第２号）についてを議題とします。 

 議案内容の説明を求めます。 

 長寿福祉課長。 

○長寿福祉課長（園田秀秋君）それでは、議案第４６号について御説明申し上げます。 

 議案第４６号、令和４年度上毛町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）。 
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 令和４年度上毛町の国民健康保険特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるとこ

ろによる。 

 （歳入歳出予算の補正）第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ６万６,０

００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ８億３,９１４万５,０００

円とする。 

 第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出の金額は、第１表歳入歳出予算補正による。 

 令和４年１１月２９日提出。上毛町長、坪根秀介。 

 ７ページをお願いいたします。 

 １款１項１目一般管理費でございますが、補正前の額１,０５９万８,０００円に６

万６,０００円増額し、予算総額１,０６６万４,０００円とするものでございます。 

 理由は、先ほど総務課長の説明にありましたとおり、職員の給与改定等に伴う人件

費の増額によるものでございます。 

 ６ページをお願いいたします。 

 歳入につきましては、６款１項１目一般会計繰入金４節職員給与費等繰入金を６万

６,０００円増額しております。 

 説明は以上でございます。 

○議長（宮崎昌宗君）説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

（「質疑なし」という声あり） 

○議長（宮崎昌宗君）質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 反対討論はありませんか。 

（「討論なし」という声あり） 

○議長（宮崎昌宗君）賛成討論はありませんか。 

（「討論なし」という声あり） 

○議長（宮崎昌宗君）討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから本案を採決します。 

 本案を原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

（全会一致） 
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○議長（宮崎昌宗君）全会一致。したがって、議案第４６号、令和４年度上毛町国民健

康保険特別会計補正予算（第２号）は、原案のとおり可決することに決しました。 

─────────────────────────────── 

○議長（宮崎昌宗君）日程第９、議案第４７号、令和４年度上毛町後期高齢者医療特別

会計補正予算（第２号）についてを議題とします。 

 議案内容の説明を求めます。 

 長寿福祉課長。 

○長寿福祉課長（園田秀秋君）それでは、議案第４７号について御説明いたします。 

 議案第４７号、令和４年度上毛町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）。 

 令和４年度上毛町の後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）は、次に定めると

ころによる。 

 （歳入歳出予算の補正）第１条歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ５１万３,

０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億３,９１４万６,００

０円とする。 

 第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、第１表歳入歳出予算補正による。 

 令和４年１１月２９日提出。上毛町長、坪根秀介。 

 ７ページをお願いいたします。 

 １款１項１目一般管理費でございますが、補正前の額５８５万３,０００円から５

１万３,０００円減額し、予算総額５３４万円とするものでございます。 

 理由は、職員の給与改定等に伴う人件費の減額によるものでございます。 

 ６ページをお願いいたします。 

 歳入につきましては、３款１項１目事務費繰入金を５１万３,０００円減額してお

ります。 

 説明は以上でございます。 

○議長（宮崎昌宗君）説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「質疑なし」という声あり） 

○議長（宮崎昌宗君）質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 



-32- 

 反対討論はありませんか。 

（「討論なし」という声あり） 

○議長（宮崎昌宗君）賛成討論はありませんか。 

（「討論なし」という声あり） 

○議長（宮崎昌宗君）討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから本案を採決します。 

 本案を原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

（全会一致） 

○議長（宮崎昌宗君）全会一致。したがって、議案第４７号、令和４年度上毛町後期高

齢者医療特別会計補正予算（第２号）は、原案のとおり可決することに決しました。 

─────────────────────────────── 

○議長（宮崎昌宗君）日程第１０、議案第４８号、令和４年度上毛町農業集落排水事業

特別会計補正予算（第２号）についてを議題とします。 

 議案内容の説明を求めます。 

 建設課長。 

○建設課長（堀 綾一君）それでは、議案第４８号について御説明をいたします。 

 議案第４８号、令和４年度上毛町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）。 

 令和４年度上毛町の農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）は、次に定める

ところによる。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ６３万９,０００円を追加し、歳入

歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７,３２３万４,０００円とする。 

 第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、第１表歳入歳出予算補正による。 

 令和４年１１月２９日提出。上毛町長、坪根秀介。 

 ８ページをお開きください。 

 歳出予算ですが、１款１項１目処理施設等管理費において、給与改定等に伴い、職

員１名分の人件費３万９,０００円を追加させていただいております。 

 また、電気代の高騰により、１０節光熱費において、施設等を稼働するための電気

代の不足が見込まれますので、３０万円を追加させていただいております。 

 ２款１項１目建設事業費の１４節工事請負費において、当初見込みより新たに２件



-33- 

の接続が見込まれていますので、公共桝設置工事費として３０万円の追加をお願いす

るものでございます。 

 財源につきましては、後ほど歳入で説明をさせていただきますが、受益者分担金２

件６０万円をその他財源として、また、その特定財源の計上に伴い、一般財源を３０

万円減額いたしております。 

 ６ページをお開きください。 

 歳入予算でございますが、１款２項２目繰入金の１節一般会計繰入金を３３万９,

０００円追加、２款１項１目分担金の１節受益者分担金について、１戸３０万円の２

件分６０万円を追加、２款２項１目繰入金の１節一般会計繰入金の３０万円の減額を

お願いするものでございます。 

 以上で説明を終わります。 

○議長（宮崎昌宗君）説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「質疑なし」という声あり） 

○議長（宮崎昌宗君）質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 反対討論はありませんか。 

（「討論なし」という声あり） 

○議長（宮崎昌宗君）賛成討論はありませんか。 

（「討論なし」という声あり） 

○議長（宮崎昌宗君）討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから本案を採決します。 

 本案を原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

（全会一致） 

○議長（宮崎昌宗君）全会一致。したがって、議案第４８号、令和４年度上毛町農業集

落排水事業特別会計補正予算（第２号）は、原案のとおり可決することに決しました。 

─────────────────────────────── 

○議長（宮崎昌宗君）日程第１１、議案第４９号、令和４年度上毛町簡易水道事業特別

会計補正予算（第２号）についてを議題とします。 

 議案内容の説明を求めます。 
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 建設課長。 

○建設課長（堀 綾一君）それでは、議案第４９号について御説明をいたします。 

 議案第４９号、令和４年度上毛町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）。 

 令和４年度上毛町の簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるとこ

ろによる。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ７万円を追加し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ１億１,０２４万２,０００円とする。 

 第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、第１表歳入歳出予算補正による。 

 令和４年１１月２９日提出。上毛町長、坪根秀介。 

 ７ページをお開きください。 

 歳出予算ですが、１款１項１目一般管理費において、給与改定等に伴い、職員１名

分の人件費２万円を追加させていただいております。 

 また、電気代の高騰により、１０節光熱水費に施設等を稼働するための電気代の不

足が見込まれますので、５万円の追加をお願いするものでございます。 

 次に６ページをお開きください。 

 歳入予算でございますが、歳出予算の追加に伴い、１款２項１目繰入金の１節一般

会計繰入金を７万円追加するものでございます。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いします。 

○議長（宮崎昌宗君）説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「質疑なし」という声あり） 

○議長（宮崎昌宗君）質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 反対討論はありませんか。 

（「討論なし」という声あり） 

○議長（宮崎昌宗君）賛成討論はありませんか。 

（「討論なし」という声あり） 

○議長（宮崎昌宗君）討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから本案を採決します。 



-35- 

 本案を原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

（全会一致） 

○議長（宮崎昌宗君）全会一致。したがって、議案第４９号、令和４年度上毛町簡易水

道事業特別会計補正予算（第２号）は、原案のとおり可決することに決しました。 

 これから議案の委員会付託を行います。 

 １１月２５日議会運営委員会の協議結果を運営資料として配付しております。 

 運営資料の３ページ、委員会付託表を御覧ください。 

 付託案の朗読に際しても議案名の朗読は省略します。 

 議案第５８号、発議第５号の２件は文教厚生常任委員会へ、議案第５０号、議案第

５１号、議案第５２号、議案第５３号、議案第５４号、議案第５５号、議案第５６号、

議案第５７号の８件は総務産業建設常任委員会へ、議案第５９号の１件は予算決算常

任委員会へそれぞれ付託したいと思いますが、これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（宮崎昌宗君）異議なしと認めます。したがって、お手元に配付の委員会付託表

のとおり、所管の常任委員会に付託することに決定しました。 

 続きまして、各常任委員会の開催日についてお諮りします。 

 運営資料４ページ、委員会日程表を御覧ください。 

 各常任委員会の開催日は、議会運営委員会で決定いただいた日程のとおり決定した

いと思いますが、これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（宮崎昌宗君）異議なしと認めます。したがって、常任委員会の開催日は、運営

資料、委員会日程表のとおり開催することに決定いたしました。 

 以上で本日の日程は全て終了しました。 

 本日はこれにて散会します。 

                           散会 午前１１時３５分 


